12 課文法の説明Explicación de la gramática
１．接続法過去・規則変化
1）接続法過去の活用形
ar 動詞には-ara，er 動詞・ir 動詞には-iera という延長部があり，これが接続法過去の語幹を形成する．人称語尾はすべてに共通して，ゼロ，-s，ゼロ，-mos，-is，-n である．接続法過去の語幹は直説法点過去3 人称複数形から-on を取り除いた形と共通する（cantaron，comieron，vivieron）．強勢は移動せず，常に延長部にある．1 人称複数でアクセント符号をつけなくてはならない．
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2）直説法の点過去，線過去，過去未来に対応する．下の文でllegaraという接続法過去形になっているのは，主節にno creí という過去形が使われているためである．
Creí que llegaba / llegó / llegaría él.

→ No creí que llegara él.

☆なお，querer の接続法過去形quisiera には「…したいのですが」という意味の婉曲用法がある.
２．接続法過去・不規則変化
不規則変化の語幹もすべて直説法点過去・3 人称複数形と共通する形である．その形から-ieron を-iera に変えて，その後に人称語尾のゼロ，-s，ゼロ，-mos，-is，-n をつなげればよい．
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３．接続法過去完了
1）接続法過去完了はhaber の接続法過去＋過去分詞で作られる．
haber の接続法過去は不規則なので注意しよう．
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2）直説法の過去完了と過去未来完了に対応する．
Creí que había llegado / habría llegado él.

→ No creí que hubiera llegado él.
４．接続法過去-se 形
1）接続法過去には語尾に-se が現れる別の形がある．これを-se 形と呼ぶ．一方，先に習った接続法過去は-ra 形と呼ばれる．-se 形は-ra 形から簡単に作ることができる．すなわち，-ra 形のすべての活用形の語尾の-ra の部分を-se にすればよい．
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２）-se 形の用法は-ra 形とほとんど違いはない．
Me gustaría que llevases a cabo tu propósito de estudiar japonés.

私はあなたに日本語を学ぶという目的を達成してもらいたいと思います．
【語句】me gustaría<gustar［動］…だといいのだが（☆過去未来の婉曲的用法．主節に過去未来が使われているので従属節には接続法過去が使われる）；desear［他動］望む（☆ここでもdesearía という過去未来形（婉曲用法）なので，従属節は接続法過去形が用いられる）
☆接続法における時制の一致について．上の文では主節の過去未来という過去の時制に一致して，従属節で接続法の過去形が用いられている．しかし，これは文法上の時制の一致であり，llevasesの意味は過去ではなく，むしろ未来のことになる（「日本語を勉強するという目的を実現すること」）．
次の例文では，主節に現在形があり従属節に過去形がある．このときは過去のことを示している．
No es cierto que Carlos dijera tal cosa.

カルロスがそんなことを言ったのは本当ではない．
【語句】cierto［形］確かな；dijera<decirtal［副］そのような；cosa［女名］こと．
＊-ra 形と-se 形の違い．ra 形はまれに直説法過去完了の意味で使われることがある．また，quisiera などの婉曲用法があるのも-ra 形である．そして，次に習う条件文の帰結節でも，過去未来形の代わりに-ra 形が使われることがある．それ以外は-ra 形も-se 形も同じ働きをする．
５．条件文
「もし…ならば，…だ」という表現では次のような区別がある．
（☆「もし…ならば」の部分を仮定節と呼び，「…だ」の部分を帰結節と呼ぶ．）
１）直説法の条件文
仮定節も帰結節も直説法ならば現実的なことを仮定する．
Si no consigo una beca，necesitaré trabajar este año.

私は奨学金を得なければ，今年は働かなくてはならないだろう．
Si has terminado el libro, préstamelo.

本を読み終えたら，私に貸して．

【語句】conseguir［他動］得る，beca［女名］奨学金，necesitar［他動］必要とする，trabajar［自動］働く，este año［男名］今年（☆副詞的に使われている），terminar［他動］終える，prestar［他動］貸す．
２）接続法の条件文
仮定節が接続法ならば，非現実的なことを仮定する．
a）仮定節がSi+接続法過去，帰結節が過去未来ならば，現在や未来の非現実的なことを仮定する．
Si yo fuera profesor, enseñaría de otra manera.

私が先生なら，別の方法で教えるのだが．
b）仮定節がSi+接続法過去完了，帰結節が過去未来完了ならば，過去のことを仮定する．
Si me hubieras llamado, no me habría olvidado de la cita.

君が私に電話をかけてくれたなら，会う約束を忘れなかったのに．
６．願望文
接続法が主文中で用いられ「願望」を示すことがある．（☆主文中に接続法が用いられるのは命令文と願望文である．）
願望文には次の種類がある．
１）Ojalá，Ojalá que，またはQue＋接続法現在・接続法現在完了は実現の可能性がある願望を表す．
¡Que tenga buena suerte!
君に幸運を祈ります！
¡Ojalá que hayan pasado todos los exámenes!

彼らがすべての試験に合格していますように！
【語句】suerte［女名］運，pasar［他動］合格する，examen［男名］試験．
２）Ojalá，Ojalá que，またはQue＋接続法過去・接続法過去完了は実現の可能性がない願望を表す．
¡Ojalá que ellos me vendieran esa casa!

彼らがその家を売ってくれたならいいのに！
¡Ojalá que hubieras aprendido español el año pasado!

君が去年フランス語を学んでおいたならなあ！
【語句】vender［他動］売る；aprender［他動］学ぶ；francés［男名］フランス語；el año pasado［男名］去年（☆ここでは副詞的に使われている）．
【参考】ラテンアメリカのスペイン語
この教科書ではスペインのスペイン語を中心に学んできた．しかし，人口数でも地理的な広がりにおいても，またその豊かな文化の面からもラテンアメリカのスペイン語も当然重要である．ここでは，この教科書で習った範囲内で，スペインのスペイン語とラテンアメリカのスペイン語の違いを挙げることにする．
（1）発音．C，c とZ，z はそれぞれ[sé]，[séta]と発音され，スペインのスペイン語のように歯間音ではない．z およびe とi の前のc は日本語の「サ」行の子音である．また，G，g とJ，j は[he]，[hóta] と発音され，単語の中のこれらの文字は日本語の「ハ」行のような気息音で発音される．
（2）2 人称複数形．すべての時制においてvosotros の活用形がない．また，vosotros という主語人称代名詞も，os という目的語の代名詞も，vuestro という所有形容詞もない．一般に，主語人称代名詞はvosotros ではなくustedes，所有形容詞はvuestro ではなくsu，動詞も3 人称複数形が使われる．
これに対して，tú の形は人称代名詞，所有形容詞，そして動詞の活用形においてスペインと同じように使われる．しかし，アルゼンチン，ウルグアイ，パラグアイそして中央アメリカではtú ではなくvos という代名詞が用いられ，動詞も独特の活用をする．
例：vos sabés = tú sabes.

（3）直接目的語の代名詞．直接目的語の人称代名詞が「男性の人」を指すときは，スペインではle を用いるが，ラテンアメリカではlo を用いる．
（4）その他．未来時制の代わりに，ir a＋不定詞という組み合わせを用いることが多い．（☆過去未来完了にはiba a＋不定詞を用いる.）また，現在完了はあまり使われずそのかわり点過去形がよく用いられる．
そして，かなりの数の単語の意味や形がスペインとラテンアメリカの間で異なる．しかし，以上述べた違いはコミュニケーションを困難にするほどではないので，初級のスペイン語を学ぶときはとくに心配する必要はないだろう．
